
splagchnizomai σπλαγχνίζομαι

σπλαγχνa（splanxna＝はらわた、（下腹部の、へそ周りの）内臓） + ίζομαι（izomai＝～する（動

詞形にする語尾））⇒「はらわたする」とは相手の痛みに心から共感し、内臓がえぐられるくらい、

いてもたってもいられないような感情を表す。日本語的には「胸が痛む」かもしれない。 

※ 言語の歴史における、人間(存在)の中心部分の変化（例：ヘブライ語（セム語系）⇒ギリシ

ャ語 ⇒ラテン語） 

1. Luke 7:13 動詞、三人称単数形 「ナインのやもめ」（7:11-17） 

2. Luke 10:33 動詞、三人称単数形 「善いサマリア人」（10:25-37） 

3. Luke 15:20 動詞、三人称単数形 「放蕩息子」（15:11-32） 

1. 「ナインのやもめ」（7:11-17） 

07:11それから間もなく、イエスはナインという町に行かれた。弟子たちや大勢の群衆も一緒であ

った。 07:12イエスが町の門に近づかれると、ちょうど、ある母親の一人息子が死んで、棺が担ぎ

出されるところだった。その母親はやもめであって、町の人が大勢そばに付き添っていた。 07:13

主はこの母親を見て、憐れに思い、「もう泣かなくともよい」と言われた。 07:14そして、近づい

て棺に手を触れられると、担いでいる人たちは立ち止まった。イエスは、「若者よ、あなたに言う。

起きなさい」と言われた。 07:15すると、死人は起き上がってものを言い始めた。イエスは息子を

その母親にお返しになった。 07:16人々は皆恐れを抱き、神を賛美して、「大預言者が我々の間に

現れた」と言い、また、「神はその民を心にかけてくださった」と言った。 07:17イエスについて

のこの話は、ユダヤの全土と周りの地方一帯に広まった。 

※ ルカの救いの概念：イエスにおいて完成される救いは、全世界に広がっていく。 

2. 「善いサマリア人」（10:25-37） 

10:25 すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った。「先生、何をした

ら、永遠の命を受け継ぐことができるでしょうか。」 10:26 イエスが、「律法には何と書いてある

か。あなたはそれをどう読んでいるか」と言われると、 10:27彼は答えた。「『心を尽くし、精神を

尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい、また、隣人を自分のよ

うに愛しなさい』とあります。」 10:28イエスは言われた。「正しい答えだ。それを実行しなさい。

そうすれば命が得られる。」 10:29しかし、彼は自分を正当化しようとして、「では、わたしの隣人

とはだれですか」と言った。 10:30イエスはお答えになった。「ある人がエルサレムからエリコへ

下って行く途中、追いはぎに襲われた。追いはぎはその人の服をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにし

たまま立ち去った。 10:31 ある祭司がたまたまその道を下って来たが、その人を見ると、道の向

こう側を通って行った。 10:32同じように、レビ人もその場所にやって来たが、その人を見ると、

道の向こう側を通って行った。 10:33ところが、旅をしていたあるサマリア人は、そばに来ると、

その人を見て憐れに思い、 10:34 近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自分のろばに

乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。 10:35 そして、翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り

出し、宿屋の主人に渡して言った。『この人を介抱してください。費用がもっとかかったら、帰り

がけに払います。』 10:36さて、あなたはこの三人の中で、だれが追いはぎに襲われた人の隣人に

なったと思うか。」 10:37律法の専門家は言った。「その人を助けた人です。」そこで、イエスは言

われた。「行って、あなたも同じようにしなさい。」 

 

 

https://biblehub.com/text/luke/7-13.htm
https://biblehub.com/text/luke/10-33.htm


3. 「放蕩息子」（15:11-32） 

15:11 また、イエスは言われた。「ある人に息子が二人いた。 15:12 弟の方が父親に、『お父さ

ん、わたしが頂くことになっている財産の分け前をください』と言った。それで、父親は財産を二

人に分けてやった。 15:13何日もたたないうちに、下の息子は全部を金に換えて、遠い国に旅立

ち、そこで放蕩の限りを尽くして、財産を無駄使いしてしまった。 15:14何もかも使い果たした

とき、その地方にひどい飢饉が起こって、彼は食べるにも困り始めた。 15:15それで、その地方

に住むある人のところに身を寄せたところ、その人は彼を畑にやって豚の世話をさせた。 15:16

彼は豚の食べるいなご豆を食べてでも腹を満たしたかったが、食べ物をくれる人はだれもいなかっ

た。 15:17そこで、彼は我に返って言った。『父のところでは、あんなに大勢の雇い人に、有り余

るほどパンがあるのに、わたしはここで飢え死にしそうだ。 15:18ここをたち、父のところに行

って言おう。「お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪を犯しました。 15:19

もう息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にしてください」と。』 15:20そして、彼

はそこをたち、父親のもとに行った。ところが、まだ遠く離れていたのに、父親は息子を見つけて、

憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻した。 15:21息子は言った。『お父さん、わたしは天に

対しても、またお父さんに対しても罪を犯しました。もう息子と呼ばれる資格はありません。』 

15:22しかし、父親は僕たちに言った。『急いでいちばん良い服を持って来て、この子に着せ、手

に指輪をはめてやり、足に履物を履かせなさい。 15:23それから、肥えた子牛を連れて来て屠り

なさい。食べて祝おう。 15:24この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見

つかったからだ。』そして、祝宴を始めた。 15:25ところで、兄の方は畑にいたが、家の近くに来

ると、音楽や踊りのざわめきが聞こえてきた。 15:26そこで、僕の一人を呼んで、これはいった

い何事かと尋ねた。 15:27僕は言った。『弟さんが帰って来られました。無事な姿で迎えたとい

うので、お父上が肥えた子牛を屠られたのです。』 15:28兄は怒って家に入ろうとはせず、父親

が出て来てなだめた。 15:29しかし、兄は父親に言った。『このとおり、わたしは何年もお父さ

んに仕えています。言いつけに背いたことは一度もありません。それなのに、わたしが友達と宴会

をするために、子山羊一匹すらくれなかったではありませんか。 15:30ところが、あなたのあの

息子が、娼婦どもと一緒にあなたの身上を食いつぶして帰って来ると、肥えた子牛を屠っておやり

になる。』 15:31すると、父親は言った。『子よ、お前はいつもわたしと一緒にいる。わたしのも

のは全部お前のものだ。 15:32だが、お前のあの弟は死んでいたのに生き返った。いなくなって

いたのに見つかったのだ。祝宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり前ではないか。』」 

 

ルカの「あわれむ、いつくしむ」の概念 

⚫ この動詞の前のアクション：（よく）見る、直視、凝視する。目を背けない、視線をそらさない。 

⚫ この動詞の後のアクション：具体的な行為 ⇒「あわれむ、いつくしむ（はらわたする）」と言

う行為は、必ずその人に近づき、その人に触れ、行いをもってその人を助けることである。 


